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労
働
法
制
に
つ
い
て（
11
）

　
労
使
紛
争
の
手
続
き

　
労
働
法
制
の
最
後
に
、
労
使
紛
争

手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

労
使
紛
争
の
種
類

　
労
使
紛
争
に
は
、
集
団
的
労
使
紛

争
と
個
別
的
労
使
紛
争
が
あ
り
ま
す
。

集
団
的
労
使
紛
争
と
は
、
労
働
者
側

（
労
働
組
合
）
と
使
用
者
側
が
労
働

条
件
そ
の
他
待
遇
な
ど
を
め
ぐ
り
対

立
し
て
紛
争
と
な
る
場
合
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
個
別
的
労
使
紛
争
と
は
、

個
別
労
働
者
が
解
雇
・
配
置
転
換
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
を
め
ぐ
り
使
用
者
と

の
間
で
紛
争
と
な
る
場
合
で
す
。

集
団
的
労
使
紛
争
の
手
続
き

　

厚
生
労
働
省
の
管
轄
下
に
あ
る

「
中
央
労
働
委
員
会
」（
国
の
機
関
）、

都
道
府
県
労
働
委
員
会
（
都
道
府
県

の
機
関
）で
の
、
あ
っ
せ
ん
、
調
停
、

仲
裁
の
各
手
続
き
に
よ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者

が
団
結
す
る
こ
と
を
擁
護
し
、
労
働

関
係
の
公
正
な
調
整
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
労
働
組
合
法
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
た
機
関
で
す
。
公
益
を

代
表
す
る
公
益
委
員
、
労
働
者
を
代

表
す
る
労
働
者
委
員
、
使
用
者
を
代

表
す
る
使
用
者
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
同

数
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
ま
す
。

　
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
あ
っ
せ
ん

は
、
あ
っ
せ
ん
員
が
労
使
双
方
の
主

張
・
対
立
点
を
明
確
に
し
、
話
し
合

い
解
決
の
道
を
探
り
ま
す
。
個
別
労

働
者
の
解
雇
・
配
置
転
換
な
ど
個
別

的
紛
争
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
が
労

働
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合
に
は
、

労
働
組
合
に
よ
る
申
請
に
よ
る
あ
っ

せ
ん
と
し
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

個
別
的
労
使
紛
争
の
手
続
き

⑴
都
道
府
県
労
働
局
に
よ
る
も
の

　
①�

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お

け
る
情
報
提
供
・
相
談

　
②�

都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
助

言
・
指
導

　
③�

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ

せ
ん

の
３
つ
が
あ
り
、
労
働
者
、
使
用

者
と
も
申
立
が
で
き
ま
す
。

　
総
合
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
員
が
情
報
を
提
供
し
、
相
談

に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。
年
間
１
０

０
万
件
の
相
談
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
紛
争
調
整
委
員
会
は
、
労
使
ど

ち
ら
か
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き

は
、
弁
護
士
や
学
識
経
験
者
ら
か

ら
な
る
あ
っ
せ
ん
委
員
が
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
双
方
か
ら
要
請
さ
れ
た
場
合

に
は
、
あ
っ
せ
ん
案
を
提
示
し
ま

す
。

⑵
Ａ
Ｄ
Ｒ（
裁
判
外
紛
争
処
理
制
度
）

　
裁
判
に
比
し
て
、
安
価・迅
速・

簡
便
な
手
続
き
と
し
て
、
各
種
Ａ

Ｄ
Ｒ
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
労
使
関
係
で
は
、
各
弁
護
士

会
の
「
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
」
や

社
労
士
会
に
よ
る
「
社
労
士
会
労

働
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

⑶
裁
判
所
に
よ
る
も
の

労
働
審
判
制
度

　
通
常
の
民
事
裁
判
手
続
き
に
比

べ
て
、
短
期
間
に
簡
便
に
、
し
か

も
専
門
家
に
よ
っ
て
解
決
を
図
ろ

う
と
す
る
制
度
で
す
。

　
労
働
者
か
使
用
者
の
ど
ち
ら
か

が
地
方
裁
判
所
に
申
立
を
し
ま
す
。

労
働
審
判
官
（
裁
判
官
）
１
人
と

裁
判
所
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
労
働

関
係
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有

す
る
労
働
審
判
員
２
人
（
労
働
者

側
１
人
、
使
用
者
側
１
人
）
の
３

人
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
労
働
審
判

委
員
会
に
て
紛
争
を
処
理
し
ま
す
。

　
原
則
３
回
以
内
の
期
日
に
よ
り

終
了
し
ま
す
。
労
使
間
に
お
い
て

合
意
が
出
来
れ
ば
調
停
成
立
。
合

意
で
き
な
け
れ
ば
労
働
審
判
と
な

り
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
労
働
審
判
に
異
議

が
無
け
れ
ば
そ
の
効
力
が
確
定
し

ま
す
。ど
ち
ら
か
か
ら
異
議
申
立
が

あ
れ
ば
、労
働
審
判
は
失
効
し
、

労
働
審
判
申
立
の
時
に
そ
の
地
方

裁
判
所
に
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

民
事
訴
訟

　
通
常
の
民
事
裁
判
手
続
き
に
よ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
解
雇
処
分
に
対
す
る
労

使
間
の
争
い
で
は
、
通
常
労
働
者

は
、
地
位
保
全
・
賃
金
仮
払
の
仮

処
分
の
申
立
を
行
う
こ
と
が
多
い

で
す
。
本
裁
判
で
は
判
決
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
労
働
者
の
生
活
が

困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

実
務
に
役
立
つ

企
業
法
務
の
基
礎

弁
護
士  
山
下
江
の
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